
 

  

【研究概要】 
 

トウモロコシ由来水溶性食物繊維「プロミター」が青年期男女 

におけるカルシウムの吸収及び保持に及ぼす影響 
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本研究で青年期男女におけるカルシウムの吸収と保持に及ぼすプロミターの影響の評価が行わ

れました。カルシウムの吸収と保持については3週間の代謝バランスを考慮した無作為化二重

盲検クロスオーバーの設計で検討され、参加者はカルシウム600 mg/日を含んだ制限食と共に

プロミター0 g/日あるいは12 g/日いずれかの摂取を受けました。 

食事組成物、糞便及び尿を毎日採取し、カルシウムについて分析を行いました。試験開始3週

目にカルシウムの安定同位体（44Ca、43Ca）を投与し、カルシウム吸収について、自然存在比

を勘案した後の尿中に排泄された余剰の44Caと43Caの比（尿中44Ca/43Ca比）として計算しまし

た。  

24時間及び48時間尿サンプルにおける対比較から群間のカルシウム吸収に有意差が認められ

（p<0.03）、プロミター処置群における吸収率がコントロール群と比して12%（70 mg/日）上

昇することが明らかになりました（それぞれ、0.664±0.129、0.595±0.142）。 

プロミターによる処置はカルシウムバランスに全体的な影響を及ぼしませんでしたが、このこ

とは、プロミターの消費による尿中Ca増加がわずか10 mg/日であったことから（有意差な

し）、おそらくそのバランスの非感受性によるものと考えられます。 

プロミターの消費によるカルシウムの吸収率上昇は、カルシウム吸収の増大をもたらす結腸内

の細菌プロフィルの変化を介した下部消化管の吸収増加に起因している可能性が示唆されます。 
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